
トークセッション

17

地域で近代化遺産をどう活かすか
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のです。報告書に載っていないので価値がありませんと

いう言い方をするわけですね。ただ、現実として、ここ

にいる調査員、今日、いらっしゃってくださっている行

政関係の担当者の方々を含めての情報だけでは県下全域

を網羅的に調査するのは難しい。ですので、この報告書

に載っているものが全てではないということだけはしっ

かりとご理解いただきたい。特に一次産業、二次産業に

おいては、こういうものも近代化遺産としてあり得るん

だなというところを逆に知っていただきたいと思います。

掲載にあたっては、10年前の温故紀行に掲載したもの

を割愛し、ページを少し減すとか、文化財になっている

ものは割愛するなど、できるだけ新しいものを入れると

いう選定方法をとりました。また、所有者の了解を得ら

れないものは載せられませんから価値があっても載せら

れないものも当然出てきます。なので、報告書を取り壊

しのアリバイに使用するような状況が起きたら、皆さん

もそういうふうにお伝えいただきたいと思います。

　今回、近代化遺産ということで、戦後はほとんど含ま

れておりません。ただ、国の登録有形文化財制度そのも

のは築後50年という基準を設けておりますので、昭和

30年代までは対象になると言えます。

　産業分野で取り扱ったものがこの一覧になります。左

側から分類、項目数、執筆担当者の名前が入っています。

項目数というのは、例えば、「盛口塩田　樋の輪」とい

うタイトルで計算していますので、実際の棟数とか物件

数でいうともっとあります。例えば、桝田製糸場は敷地

内に複数の建物がありますし、砥部のミカン小屋は群と

して残っていますし、農業倉庫という中で扱っているの

は、各地の農業倉庫を取り上げていますので、棟数とし

てはかなり多いです。

　第一次産業の農業を例にしますと、ここでは日本標準

産業分類によって一次、二次、三次と厳密に分けている

わけではありません。ある程度、業種の関連性を見なが

ら分けています。例えば、農業でいくと本来、二次産業

に入る農機具製造もここでは一次産業として取り扱って

います。今後、扱っていくべきというか、今、考え得る

業種はもっとあるんです。例えば、製糖業、茶業、肥料

製造みたいなものは今回取り扱っておりませんし、施設

として、みかん貯蔵庫自体は、県下全域にあると思いま

すが、一部しか扱っていない。茶工場、イモツボ・ク

ワツボみたいな民家にあるものとか、家畜市場、肥溜

め。肥溜めはどうか分かりませんけれども、全国的に見

ても少ないです。伊方にある石小屋もあります。林業に

関しては絶対数が不足しておりますし、漁業に関しては

魚市場みたいな類はなかなかない。割と地方に行くと昭

和30年代くらいでも木造の古い市場があったりします

ので、恐らくそういうものは今後出てくるのではないか

と思います。あとは試験研究機関の施設です。そういう

ものは今回ほとんど含まれていないので、もしそのよう

なものがあれば情報をいただきたいと思います。

　農業である程度扱ったものというのは、こんなものが

あります。外泊の場合は石垣、段畑、猪垣がセットで残っ

ていますので、景観的にもとても見応えがあります。岡

本さんの家は養蚕を学んで研究を始めて岡本蚕種という

ものを新たに見出して普及させた人です。それから伊東

先生の話にありましたように劈巌透水路、仰西渠、前嶽

溝は、農業用水で近世にできたものが近代になって活用

されていくという本当に近代化遺産としてはいい例です。

それから、農業倉庫の場合は、皆さんご存じだと思いま

すが、土地が広いので取り壊されてそこの土地を使うと

いうことが結構増えているということが今回の調査の中

産業分野別一覧（分類・項目数・執筆担当者）

外泊の石垣集落（愛南町）


